
処理対象量の見直しについて（平成２７年１０月） 

 

 

 

 

○ 平成２６年度末の見直しでは、体積は約６２万６千㎥、重量は約９０万７千トンでし

た。 

○ 平成２７年１０月の推計では、廃棄物等については、つぼ掘りは増加したものの、公

害等調整委員会が想定していた廃棄物等の底面より浅い部分が多かったことなどから、

処理対象量は、約９０万２千トンの見込みとなりました。 
 

【今回の推計結果】（平成２７年１０月３日現在） 

※括弧内の数字は、前回推計時（平成２７年３月現在）のものである。 

 

 

 

 
○ 直島で焼却・溶融対象となる廃棄物等が減り、酸素富化（溶融炉内の酸素濃度を上昇

させる取組み）などの処理量アップ対策に努める一方、廃棄物等に占める土壌の割合が

高くなることを踏まえ、機械的に計算すると平成２９年３月に廃棄物等の処理が完了す

る見込みです。 

※今回の調査結果による処理対象量等については、現段階での推計であり、掘削が  

完了しなければ量は確定しないため、今後増減する可能性があります。 

 

 

 

 

○ 県では、今後、次のとおり対応します。 

①引き続き、測量調査を実施し、年度末の残存量について、体積ベースでも把握する 

など、より正確な進行管理に努めます。 

②豊島廃棄物等管理委員会の指導・助言を得ながら処理量アップ対策に努めます。 

項  目 体積(千㎥) 重量(千トン) 密度(トン/㎥) 

処理対象量 ６１９（６２６） ９０２（９０７） － 

廃 棄 物 等 ５９５（６０２） ８５９（８６６） － 

 処 理 済 量   ５３６   ７７０ １．４４（１．４３）

残  存  量   ５９   ８９ １．５１（１．４８）

直下汚染土壌 ２４（２４） ４３（４１） － 

 処 理 済 量 ４ ８ 
１．８１（１．７７）

残  存  量 ２０ ３５ 

１．豊島廃棄物等の処理対象量の推計結果 

２．処理期間 

３．今後の対応 


